
小 さくスター トした新病院も、着実に足

元を固め、早いもので 2年 目の春を迎えま

す。 これも市民の皆様方の暖かいご支援の

たまものと感謝 しつつ、さらに充実 した医

療を提供 していきたいと考えてお ります。

今年度はこれまで立ち遅れていた病院内の IT

化を徐々に進めていく計画です。手始めにすでに

病院会計事務に新システムが導入されています。

(会計箋の変化に気付かれたかもしれません。)

また今春以降にオーダー リング・システムが導

入されます。これまで手書きで行われていた薬の

処方や各種検査などのオーダーが、診祭室や病棟

にある端末から行えるようになります。これによ

り、各科で処方されている薬の履歴はどこからで

もすぐに確かめられ、間違いも減ると期待されま

す。また検査データはコンピューターで管理され

て、以前のデータとの比較もすぐにできるように
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なります。また外来での検査待ち時間の短縮など

にもつながるものと期待されます。

病院 IT化 のイメージ

各種システムの導入初期には、不慣れなための

トラブルも予想されます。患者様方にはご不便な

思いをさせないよう心がけていくつもりですが、

お気付きになった点がございましたら、何なりと

スタッフにお伝えください。
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一時休止していた眼科外来が、この春から新し

い担当医師のもと再開いたします。各種検査も再

開していますので眼の症状はぜひご相談を。

眼科医師

廣渡  崇 郎

(ひろわたりたかお)

はじめまして。山口大学、

東京女子医科大学などの勤務

を経て、現在は東京都内の病院に勤務 してお りま

す。今回、ご縁があり当院で診療を行 うことにな

りました。専門は白内障や糖尿病網膜症などの手

術です。他科の先生方との連携を大切にしながら

地域の皆様に役立つ医療を行いたいと考えており

ますので、どうぞよろしくお願いします。

※当初、度渡医師は月曜、戸来医師は水曜に診療

担当予定です。最新の診療予定表をど確認のうえ

受診して<だ さい。

耳鼻咽喉科にも新しい医師が着任し外来診療日

が増えます。月曜日の診療を担当されます。

耳鼻咽喉科医師

大角 晶 彦 (おおすみあきひこ)

大学を出てインターンを

終了し、東京医科大学耳鼻咽

喉科講師、同大学霞ヶ浦病院

耳鼻咽喉科部長を経て、向陽

会病院院長 として病院の新

設に続き、那珂湊中央病院および東大宮総合病院

の耳鼻咽喉科の開設と、人生の半分以上を耳鼻咽

喉科医として過ごしてまいりました。

昨年夏、職を離れ悠々とはいかないものの生活

の中にいても滲みついた医療への思いが抜けき

れず模索のなか、銚子市立病院の話を頂き早速に

参加希望をさせていただきました。今迄の経験も

含め、患者さんと一緒になって健康を考える医療

を実践 していきたいものです。新 しい場所で、新

しい出会いに喜びをもつて勤めてゆく所存です。

眼科医師

戸木 透 (へらいとおる)

初めまして。岩手で生ま

れ岩手で育ち、岩手医科大

学を卒業 し岩手で眼科医を

していました。千葉はまったく縁もゆかりもない

土地でしたが、約 10年 前から船橋にある総合病

院で勤務 しています。そちらでは眼科手術を全て

担当していて、現在銚子市立病院でも眼科手術を

始めるべく、廣渡先生と少 しずつ準備をしていま

す。

銚子市立病院の再開を聞き何か しら協力出来

ないかと思つていた矢先、縁あって声をかけて頂

き、外来を再開することが出来ました。昨年、千

葉市に家を買つてしまい、岩手に戻ることなく千

葉に骨を埋めることになりそ うです。眼科の再生

は、まだまだ先になりそうですが、微力ながらず

つとここと関わつていきたいと思います。市民の

皆様から必要とされ、少しでも多くの患者様に戻

つてきていただけるようがんばつて行きたいと

思います。今後ともよろしくお願いいたします。

内科にも新しい医師が増えています。関塚医師

は週 2日 (月口火)の診療です。

内科医師

関塚 宏 巳(せきづかひろみ)

私は大学時代の 6年 間を

市川市で過ごしました。卒業

後は大学附属病院、国立がん

センター、都内及び神奈)|1県

内の国立病院で消化器を中

心にした外科医として働いてきました。また直近

の 16年 間は内科医として、生活習1買病 ・消化器

病 ・老年病などを診て参 りました。

このたび銚子 (自分の故郷、釧路も漁港の街で

した)市 立病院が再生する大事な時期に、縁あつ

て携わらせていただぐ事になりました。これから

はここが私の本拠地であると思つています。非常

勤医ではありますが、他の先生方や職員の方々と

力を合わせて、微力を尽くしていけたらと思いま

す。 どうぞよろしくお願いいたします。
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銚子地区最初となる最新の医療機器などを

積極的に導入しています。市民の皆様の健康

を守るために導入された各種機器を紹介いた

します。

ブイエスラ ドlVSRAD)検 査はアルツハイマー

型認知症(以下 AD)の 早期診断を助ける検査で

す。

早期 ADの 診断は難しく、医師の経験により診

断に差が出ることがあります。早期 ADで は最も

早く海馬傍回(記憶に関わる部位)が萎縮すること

がわかっています。海馬傍回は体積 も小 さく、

CT、MRIな どの画像上では視覚的にはとても評

価できません。VSRADで はMRI画 像にコンピュ

ーター解析を行い、この小さな海馬傍回の体積の

萎縮度を正常脳と比較 して数値で評価 します。

実際の診断はこの検査結果 と他の所見を総合

して行います。(お問合せ :内科外来まで)

骨密度検査自体は以前から行つてきましたが、

かかとの骨に超音波を当てて測定する方法で行

これまで検査室で使つていた卓上型の分析装

置は手作業に頼る部分も多くかったので、緊急検

査以外は検査会社に依頼していました。このため

検査結果が出るまで時間がかかつていました。

そこで今回大型の最新臨床化学 自動分析装置

を導入 し、この春から稼動が開始しました。今ま

でより多くの検査項 目が院内で行えるようにな

り、検査時間も短くなります。

また院内のオーダー リング ・システムと統合さ

れることで検査結果がすぐに外来・病棟のコンピ

つていました。この方法は簡便で

ある反面、精度は高くなく、また

骨粗 しょう症でもかか との骨を

骨折することはめったにないこ

となど限界もありました。

このたび銚子市で初めて導入

された DXA法 (躯幹骨二重エッ

クス線吸収法)に よる骨密度測定

装置は精度・信頼性が高く、厚労

省の 『骨粗慈症の予防と治療に関するガイ ドライ

ン』でもこの測定方法が推奨されています。この

装置では骨粗しょう症により骨折を起しやすい腰

椎 。大腿骨近位部の骨の強度を直接調べることが

できます。

ューター端末か ら確認できるよ うにな り、過去の

検査データの参照 も容易にな ります。また検査結

果を外来で印刷 して、お持ち帰 りいただ くことも

できるようになる予定です。
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・市民公開講座 「銚子市民の救急医療をま

もる」
一般市民を対象にした当院主催の医療講座

が『銚子市民の救急医療をまもる』をテーマに

して行われます。

※講演内容:

「新しい心肺蘇生法および救急医療体制」

:平澤博之(千葉大学名誉教授)

「命をつなぐドクターヘリ」

:益子邦洋 (日本医大教授)

「地域病院で断らない医療を実践するには」

:小林進 (県立佐原病院病院長)他

司会 :落合武徳 (銚子市立病院顧間、千葉大

学名誉教授)

日時:4月 28日 (上)14:00～

場所 :銚子市保健福祉センターすこやかなまな

びの城、2階 会議室

市民の皆様のご来場をお待ちしております。

・わかみや診療所そ無料健康相談実施 中

「最近体調が少し…」「何科にかかつたら?」そ

んな健康に関わる様々なご相談に落合診療所長

が丁寧に答えてくれます。

場所 :わかみや診療所 (すこやかなまなびの

城、1階 )※ 詳細は市立病院まで。

日時:月曜・金曜 14～16時

銚子電鉄観音駅から 徒 歩6分
JR斜ほ子駅から タ クシー約10分

病院へのお問い合わせは

2 3 - 0 0 1 1まで

・ 内脇階肪測定 (メタボ リック検診)の

おすすめ

内蔵のまわりに月旨肪が蓄積した内蔵肥満が、高

血圧症・高脂血症、糖尿病などの生活習慣病を起

すことがわかつています。この内蔵肥満の状態が「メ

タボリック・シンドローム」といわれます。単に腹囲を

測るだけでは皮下脂肪と内臓月旨肪の量の割合はわ

かりません。CTを 使った内臓脂肪測定でこの割合

が数字ではっきりと表されます

※青色は皮下

脂肪 、赤色 は

内 l l a 脂肪 で

す。この各々の

面積を計測し

ます。

・各科診察 日の変更など|こついて

各科とも新任・退任の医師があります。受診時

は最新の診祭予定表をご確認ください。あるいは

来院前に病院に電話で確認してください。

・「じおさい」休刊について

1年間にわたりご愛読いただきま

したが、スタッフの異動等に伴い現

在の形での刊行を継続することが

困難になりました。そこで、ひとまず

お休みして新しい形での再出発を

考えております。これまでのご支援

ありがとうございました。
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